
　　種　　目 派遣標準記録Ｓ 派遣標準記録Ⅰ 派遣標準記録Ⅱ 派遣標準記録Ｓ 派遣標準記録Ⅰ 派遣標準記録Ⅱ

１国２名３位 １国２名８位 １国２名１６位 １国２名３位 １国２名８位 １国２名１６位

50ｍ自由形 :21.80 :21.93 :22.14 :24.48 :24.80 :25.18

100ｍ自由形 :48.12 :48.47 :48.88 :53.40 :54.08 :54.61

200ｍ自由形 1:45.65 1:46.73 1:47.79 1:56.43 1:57.25 1:58.26

400ｍ自由形 3:44.30 3:46.66 3:48.02 4:04.24 4:06.79 4:08.43

800ｍ自由形 8:22.80 8:27.59 8:29.98

1500ｍ自由形 14:47.29 14:56.22 15:03.62

100ｍ背泳ぎ :53.46 :54.09 :54.67 :59.87 1:00.64 1:01.06

200ｍ背泳ぎ 1:55.44 1:57.17 1:58.64 2:08.54 2:09.59 2:11.49

100ｍ平泳ぎ 1:00.05 1:00.39 1:00.84 1:06.34 1:07.67 1:08.38

200ｍ平泳ぎ 2:10.32 2:11.03 2:12.05 2:23.93 2:25.23 2:26.58

100ｍバタフライ :51.70 :51.90 :52.34 :57.34 :58.24 :58.78

200ｍバタフライ 1:54.93 1:55.48 1:57.06 2:06.52 2:07.86 2:08.83

200ｍ個人メドレー 1:56.92 1:59.72 2:00.57 2:10.76 2:12.53 2:14.10

400ｍ個人メドレー 4:09.74 4:14.17 4:16.86 4:36.07 4:38.54 4:40.62

 ◆北京オリンピック競技大会日本代表選手団編成方針
　　  日本選手団は、礼儀を尊び規律を遵守し、活力ある日本を代表するに相応しい選手・役員をもって編成する
　   なお、選手は当該国際競技連盟により出場権を与えられ、かつ十分な活躍が期待できる者の中から選考する

 ◆北京オリンピック大会選考方法
　       選考は、選考会の成績から日本水泳連盟選手選考委員会があたり北京オリンピック大会において
       実施される競技種目を選考の対象とする

        選考会決勝において優勝及び２位で派遣標準記録Ｓ・Ⅰ・Ⅱ突破者は、自動的に選考する
　        　ただし、編成方針を遵守できる者とし対象選手及びコーチの同意を得て代表選手に決定する

　      ※派遣標準記録の同タイムも突破者とみなす　
　       また、派遣標準記録Ⅰ・Ⅱを突破し１位が３名以上、２位が２名以上になった場合スイムオフにて決定する
        　（スイムオフ執行時間は、対象となるコーチを含め随時判断する）
          なお、全ての個人種目のエントリーは、選考会の成績を優先しチームの監督、ヘッドコーチが決定する

　　　　　リレーに関しては、
フリーリレーの標準記録は各種目の1位から4位の合計タイムとする
メドレーリレーの標準記録は男女とも、各種目の100ｍ優勝の合計タイムとする
なお、メドレーリレーの補強については必要に応じて考慮する
女子4ｘ100ｍフリーリレーは選考から除外する

派遣標準記録Ⅰ 派遣標準記録Ⅱ 派遣標準記録Ⅰ 派遣標準記録Ⅱ

６位 １２位 6位 12位

4x100mFR 3:15.42 3:18.38

4x200mFR 7:12.27 7:17.46 7:57.02 8:02.34

4x100mMR 3:35.92 3:38.08 4:02.35 4:05.39

※リレー選考に関して同着・同タイムなどが生じた場合は、スイムオフにて決定する

リレー派遣標準記録

男子 女子

2008　北京オリンピック大会派遣標準記録

標準記録は、2007年8月31日現在の世界ランキングを基に2005-2007の３年間で作成した

男 子 女　子

2007/12/5


